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黒 磯 公 園 の 春
～ 2 種 の イ チ ゲ ～

左：アズマイチゲ　　右：キクザキイチゲ　　撮影日：2018.3.29　　撮影場所：黒磯公園

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 166

那須塩原自然を愛そう

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎ 0287（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

こんなところで私の夢が
　　"シモバシラ "

百景
なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課

「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８ ５ ０ １
お手数ですが

62 円切手を

貼ってください
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同日同場所のカタクリ

　

寒
い
冬
も
ま
も
な
く
終
わ
り
、
野
山
で
は
、

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
や
セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
が
咲
き
始
め

ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
紹
介
す
る
の
は
、
黒
磯
公
園
と

そ
こ
に
生
え
て
い
る
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
、
キ
ク
ザ

キ
イ
チ
ゲ
で
す
。

　
黒
磯
公
園
は
桜
の
名
所
で
す
が
、
東
側
の
斜

面
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
が
花
を
咲
か
せ
ま

す
。
3
月
末
か
ら
４
月
上
旬
に
は
、
カ
タ
ク
リ
、

ニ
リ
ン
ソ
ウ
、
コ
ク
サ
ギ
。
5
月
に
は
、
イ
カ

リ
ソ
ウ
、
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
ル
イ
ヨ
ウ
ボ
タ

ン
、
ユ
キ
ザ
サ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
な
ど
。
6

月
に
は
マ
ル
バ
タ
ケ
ブ
キ
が
咲
き
ま
す
。

　
ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
と
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
は
、
ど

ち
ら
も
似
た
よ
う
な
花
を
茎
の
先
に
一
輪
咲
か

せ
ま
す
。
春
が
過
ぎ
る
と
跡
形
も
な
く
な
る
ス

プ
リ
ン
グ
エ
フ
ェ
メ
ラ
ル（
春
の
妖
精
）の
一
種

で
す
。
２
つ
の
大
き
な
違
い
は
、
葉
の
形
で
す
。

ア
ズ
マ
イ
チ
ゲ
の
葉
は
、
小
葉
の
先
に
ギ
ザ
ギ

ザ
が
あ
り
ま
す
。
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
の
葉
は
キ

ク
に
似
て
、
全
体
に
切
れ
込
み
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
花
も
よ
く
見
る
と
違
い
が
あ
り
ま
す
。

写
真
で
は
わ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ズ

マ
イ
チ
ゲ
の
雄
し
べ
の
元
の
方
が
や
や
紫
色
を

帯
び
て
い
ま
す
。
キ
ク
ザ
キ
イ
チ
ゲ
の
花
は
、

白
色
だ
け
で
な
く
青
紫
色
や
紅
紫
色
の
も
の
も

見
か
け
ま
す
。
特
に
、
佐
渡
島
を
は
じ
め
と
す

る
新
潟
県
な
ど
日
本
海
側
に
多
く
見
ら
れ
ま
す

が
、
市
内
で
も
青
紫
色
の
花
が
咲
く
場
所
が
あ

り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
野
山
に
は
花
が
咲
き
始
め
ま
す
。

元
気
に
春
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。�

お
さ
む

イチゲって？

キンポウゲ科イチリンソウ属の多年草。
イチゲとは、イチリンソウの別称で1株に
1つの花をつけることからそう呼ばれる。
アズマは、東日本に多いことからついた。
学名：Anemone raddeana Regel

キクザキは葉がキクに似ていることから
ついた。
学名：Anemone pseudoaltaica H.Hara

枯れた茎に霜柱のような氷の結晶ができることから名づけられた“シモ
バシラ”という植物。何十年も山野草を楽しんでいて、ずっと見たかっ
たその光景を、初めて見ることができて嬉しかったです。

投稿者　　Ｓ・Ｈ さん（70代男性 埼玉）
撮影場所　埼玉（撮影日  H30.12）

編集後記
少し遠い世界だと感じていた「アート」の世界。そもそもアートっ

て何だろう？　あまり馴染みがないテーマだったので、誌面
を作る前はとても不安でした。それでも、今回インタビューさせて
頂いた人の話はとても楽しく、新しい刺激に満ちていて、新鮮なも
のばかり。皆さんから話を聞いて、アートは日々の暮らしで気軽に
楽しめるものだと感じました。これから本市でアート関連のイベン
トが立て続けに予定されています。皆さんも会場へ足を運んでみて
はいかがでしょうか。� （平石）

今年で4回目となる塩原温泉のライトアップイベント「塩原温泉
竹取物語」の取材に行ってきました。このイベントが始まった

当時から毎年取材させてもらっていますが、一番初めに実行委員会
の会長さんから、イベントを始めたきっかけについてお話を伺った
のが、つい先日のように思われます。今年も温泉街のあちこちに飾
り付けられた手作りの竹灯籠をカメラのファインダー越しに見てい
ると、温泉街の皆さんの「お客様に楽しんでもらいたい」という想い
が年々強くなっていると感じました。� （興野）


